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〔
学
術
講
演
録
２
〕

当
講
演
録
は
、
第
三
四
回
法
華
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
令
和
六
年
三
月
一
四
日
（
木
） 

於
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
に
お
け
る
特
別

講
演
「
日
蓮
教
学
の
法
体
論
―
な
ぜ
三
重
説
か
―
」
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
講
演
録
の
末
註
は
、
当
日
配
布
さ
れ
た
資
料
と
ほ

ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
加
筆
修
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

日
蓮
教
学
の
法
体
論
　
―
な
ぜ
三
重
説
か
―

大
平
宏
龍
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三
重
説
と
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由

四
、
日
蓮
遺
文
が
三
重
説
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
私
見

（
一
）
開
本
両
抄
の
関
係

（
二
）『
本
尊
抄
』
以
降
は
題
目
に
よ
る
議
論

（
三
）
上
行
付
嘱
の
教
義
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（
四
）
聖
人
の
法
華
経
観

（
五
）
下
種
論
に
関
し
て

五
、
語
言
陀
羅
尼
と
下
種
の
心
田

六
、
結
語

一
、
問
題
の
所
在

　

当
今
、
Ｉ
Ｔ
機
器
の
活
用
に
よ
っ
て
、
文
系
の
学
問
も
そ
の
成
果
が
、
広
汎
細
密
な
資
料
操
作
の
上
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く

な
り
、
議
論
が
益
々
細
か
な
部
分
の
み
を
採
り
あ
げ
る
よ
う
な
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
曽
て
金
岡
秀
友
・
田
村
芳
朗
・
柳
田
聖
山
三
氏

の
鼎
談
を
内
容
と
し
た
『
仏
教
入（

1
）門』
と
い
う
書
物
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
田
村
氏
の
、
日
本
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
現
状
が

文
献
学
的
・
言
語
学
的
な
研
究
に
終
始
し
思
想
研
究
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
批
判
に
対
し
、
金
岡
氏
は
「
大
学
院
で
講
義
を
す

る
の
と
、
子
供
を
亡
く
し
て
泣
い
て
い
る
人
の
と
こ
ろ
で
お
通
夜
の
お
経
を
あ
げ
る
の
と
、
ど
っ
ち
が
む
つ
か
し
い
か
と
言
っ
た
ら
、

こ
れ
は
大
問
題
で
す
よ
。」
等
と
、
研
究
者
と
布
教
者
の
分
離
を
と
り
あ
げ
、
柳
田
氏
は
、
む
し
ろ
徹
底
し
た
分
業
で
ゆ
き
た
い
、

と
、
分
業
の
上
で
お
互
い
の
限
界
を
知
っ
た
補
完
を
す
べ
き
で
あ
る
、
等
の
興
味
深
い
内（

2
）容が
縷
々
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
約
四
十
年

前
の
書
物
の
内
容
で
す
が
、
現
在
の
状
況
を
鋭
く
先
取
り
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
金
岡
氏
は
「
全
体
の
な
か
で

の
位
置
措
定
を
し
た
う
え
で
文
献
学
的
研
究
を
す
る
べ
き（

3
）だ」
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
諸
先
生
の
如
き
知
識
も
能
力
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伝
統
教
学
の
思
想
を
確
実
に
知
る
と
い
う
点
に
於
て
、
可
能
な
限
り
学

問
的
で
あ
り
た
い
と
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
改
め
て
思
う
の
が
、
私
共
の
先
師
慶
林
日
隆
聖
人
（
一
三
八
五
～
一
四
六
四
。
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以
下
、
隆
師
）
が
『
私
新
抄
』
で
延
べ
ら
れ
た

何
ニ
モ
日
蓮
聖
人
ノ
御
判
釈
ニ
信
心
ヲ
強
盛
ニ
致
シ
テ
願
力
ヲ
発
シ
テ
日
夜
朝
暮
ニ
拝
二

見
シ

之
ヲ一

カ（
仮
名
書
）

ナ
カ
キ
ア（
当
て
）テ

字
下
リ
カ
キ

文
体
ノ
不
足
ナ
ル
事
ヲ
不
懸
レ

目
ニ

、
法
門
ノ
大
都
カ（
梗
概
）

ウ
カ
イ
ヲ
見
テ

可
レ（

4
）取

と
い
う
主
張
で
す
。
細
部
に
亘
る
厳
密
な
考
証
は
不
可
欠
で
あ
る
が
、
日
蓮
聖
人
（
一
二
二
二
～
一
二
八
二
。
以
下
、
聖
人
）
が
そ

の
教
学
思
想
の
中
で
最
も
重
要
と
さ
れ
た
こ
と
は
何
か
、
そ
の
確
認
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
私
共
の
仏
道
実
践
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点
で
、
私
は
本
日
、
日
蓮
遺
文
研
究
に
お
け
る
五
字
・
七
字
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
、
皆
様
の

御
示
教
を
乞
い
た
い
と
考
え
た
所
で
あ
り
ま
す
。

二
、
法
体
二
重
説
と
法
体
三
重
説

　

さ
て
、
御
案
内
の
題
名
に
記
し
ま
し
た
「
三
重
説
」
と
は
「
法
体
三
重
説
」
で
、
こ
れ
は
「
法
体
二
重
説
」
と
共
に
、
私
が
隆
師

教
学
研
究
に
関
し
て
わ
か
り
易
く
整
理
す
る
必
要
上
、
考
え
た
用
語
で
す
。
既
に
論
文
や
講
義
の
中
で
説
明
も
し
て
き
ま
し
た
の
で
、

御
承
知
下
さ
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、
後
の
議
論
の
為
に
、
ま
ず
用
語
の
説
明
を
し
て
お
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

事
の
起
こ
り
は
、
隆
師
の
『
本
尊
抄
』
に
対
す
る
科
文
（
文
段
）
の
解
釈
に
関
わ
る
こ
と
で
す
。
資
料
で
は
、
題
号
釈
と
大
文
の

科
文
の
み
を
引
用
し
ま
し（

5
）た。

　

さ
て
「
法
体
」
と
は
こ
こ
で
は
法
華
経
所
詮
の
根
本
の
理
法
、
あ
る
い
は
究
極
の
教
理
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
、
一
念
三
千
及

び
題
目
を
指
し
ま
す
。
法
体
と
は
本
来
は
理
法
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
隆
師
は
『
四
帖
抄
』
で
題
目
も
法
体
と
し
、
そ
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の
場
合
、
一
念
三
千
は
題
目
の
義
趣
と
な
る
と
解
し
て
お（

6
）り、
今
は
そ
れ
に
従
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
隆
師
の
科
文
は
、
資
料
の
如
く
理
具
三
千
と
題
目
が
対
比
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
瑞
光
院
日
行
師
（
一
六

八
九
～
一
七
四
二
）
は
、
隆
師
の
文
段
と
御
聖
教
（
後
述
の
如
く
、
厳
密
に
は
『
四
帖
抄
』
以
降
の
著
述
）
の
内
容
が
異
な
り
、
御

文
段
は
「
総
名
所
摂
の
理
具
三
千
」
の
筋
で
あ
り
御
聖
教
は
「
総
名
所
摂
の
事
具
三
千
」
の
筋
で
あ
る
と
指
摘
し（

7
）た所
で
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
教
義
学
的
に
明
確
に
会
通
を
示
さ
れ
た
の
が
、
株
橋
日
涌
師
で（

8
）す。
こ
の
会
通
に
よ
っ
て
『
本
尊
抄
』
解
釈
の
展
開
は

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
問
題
は
こ
れ
に
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
従
来
、
誰
も
が
他
の
隆
師
の
著
述
と
同
じ
よ

う
に
理
解
し
て
い
た
『
私
新
抄
』
の
内
容
が
、
そ
う
で
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
私
は
『
私
新
抄
』
が
、『
本
尊
抄
文
段
』
と
同
じ
法

体
観
で
あ
る
こ
と
に
気
づ（

9
）き、
こ
れ
を
も
と
に
、
隆
師
の
著
作
を
成
立
史
的
に
整
理
し
ま
し
た
。
そ
の
為
に
考
え
た
の
が
「
法
体
二

重
説
」
と
「
法
体
三
重
説
」
の
区
別
で
、
そ
の
内
容
は
資（

10
）料の
通
り
で
す
。
株
橋
師
が
御
長
命
な
ら
ば
、
同
様
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
株
橋
師
は
こ
の
用
語
を
使
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、『
私
新
抄
』
の
内
容
に
つ
い
て
も
何
も
述
べ
ら
れ
て
は
い

ま
せ
ん
。
然
し
、
株
橋
師
の
各
講
義
の
説
明
の
立
場
は
、
結
果
的
に
私
の
い
わ
ゆ
る
法
体
三
重
説
に
よ
る
所
で
し（

11
）た。

　

こ
の
二
重
説
と
三
重
説
の
相
異
は
、
本
門
の
三
千
（
事
具
一
念
三
千
）
と
事
行
の
題
目
と
を
、
同
一
次
元
と
す
る
か
、
別
と
す
る

か
の
相
違
で
す
。
但
し
三
重
説
で
も
、
本
門
三
千
と
題
目
と
を
全
く
別
と
す
る
の
で
は
な
く
、
能
裹
所
裹
、
能
摂
所
摂
、
あ
る
い
は

総
別
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

扠
て
、
隆
師
も
当
初
は
そ
う
で
あ
っ
た
如
く
、
今
日
一
般
の
考
え
方
は
、
法
体
二
重
説
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
三
重
説

と
転
換
し
た
の
は
、
単
に
日
隆
教
学
の
み
の
問
題
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
興
風
談
所
の
故
大
黒
喜
道
氏
は

こ
の
私
の
提
起
を
う
け
て
、
日
蓮
遺
文
で
検
証
し
よ
う
と
さ
れ
ま
し（

12
）た。
も
と
よ
り
隆
師
も
日
蓮
遺
文
の
解
釈
の
上
で
、
こ
の
よ
う

な
主
張
と
な
っ
た
訳
で
、
私
自
身
も
関
連
す
る
所
で
私
見
を
述
べ
て
き（

13
）た所
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、
や
は
り
日
蓮
遺
文
の
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上
で
も
法
体
三
重
説
を
確
認
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
故
に
、
改
め
て
皆
様
の
御
示
教
を
仰
ぎ
た
く
存
じ
ま
す
。

三
、
三
重
説
と
な
っ
た
理
由

　

隆
師
の
著
述
で
明
確
な
所
で
は
『
本
尊
抄
文
段
』
と
『
私
新
抄
』
が
法
体
二
重
説
で
、『
四
帖
抄
』
以
降
が
法
体
三
重
説
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
と
し
て
、
著
述
の
成
立
史
的
分（

14
）類を
考
え
ま
し
た
が
、
私
見
で
は
法
体
三
重
説
の
成
立
は
、
お
よ
そ
永
享
八

年
（
一
四
三
六
年
、
隆
師
数
え
歳　

五
二
歳
）
の
頃
か
と
考
え
て
お
り
ま（

15
）す。

　

こ
こ
で
問
題
は
、
隆
師
が
ど
う
い
う
理
由
で
、
法
体
二
重
説
を
法
体
三
重
説
に
転
換
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
管
見
に
於

い
て
、
隆
師
自
身
が
そ
の
理
由
を
延
べ
ら
れ
た
所
は
未
だ
見
出
し
得
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
手
が
か
り
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
の
が
、
小
西
日
遶
氏
に
よ
っ
て
指（

16
）摘さ
れ
た
『
開
目
抄
文
段
』
の
草
稿

で
し
た
。
小
西
氏
は
、
こ
の
資
料
に
つ
い
て
教
学
的
意
義
に
つ
い
て
は
全
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
日
隆
教
学
研
究
に
於
い

て
は
重
要
な
発
見
で
し
た
。
何
故
な
ら
ば
、
確
立
し
た
日
隆
教
学
の
立
場
に
於
い
て
、
隆
師
が
常
に
重
視
す
る
日
蓮
遺
文
の
一
節
が

二
箇
所
あ
り
ま
す
。
即
ち
『
開
目
抄
』
も
末
尾
に
近
い
所
の
一（

17
）文（
私
に
Ｇ
と
し
ま
す
）
と
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
本
尊
抄
』
末
尾

五
十
一（

18
）字で
す
。
こ
の
両
節
を
、
確
立
し
た
教
学
の
上
か
ら
、
隆
師
は
同（

19
）意と
し
、『
開
目
抄
』
の
方
は
「
今
家
の
宗（

20
）旨」、『
本
尊

抄
』
の
方
は
、『
本
尊
抄
』
の
「
結
文
」
で
あ
り
、「
諸
御
抄
の
詮（

21
）要」
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
『
開
目
抄
』
の
Ｇ
の
文
を
含
め
て
、
草
稿
の
科
文
で
は
「
三
千
惣
在
の
妙
経
を
以
て
末
代
愚
人
の
仏
種
を
勧
進
す
る
を
明
す
」
と

な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
二
重
説
か
三
重
説
か
明
確
で
は
な
く
、
た
だ
一
念
三
千
と
妙
経
（
こ
こ
で
は
本
文
の
如
く
、
法
華
経
を
意

味
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。）
と
の
能
所
、
総
別
を
言
わ
れ
た
の
み
で
す
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
Ｇ
の
文
の
み
を
と
り
出
し
、
こ
れ
と
『
本
尊
抄
』
末
尾
五
十
一
字
を
対
比
す
る
と
き
、「
一
念
三
千
」
が
仏
因

を
種
え
る
道
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
一
分
も
慧
解
も
な
し
」「
一
念
三
千
を
識
ら
ざ
る
者
」
と
、
い
っ
た
ん
末
法
の
衆
生
に
と
っ
て

「
一
念
三
千
の
仏
種
」
が
否
定
さ
れ
、
そ
れ
が
『
開
目
抄
』
で
は
「
法
華
経
」、『
本
尊
抄
』
で
は
「
五
字
」
に
よ
っ
て
「
不
求
解
脱

解
脱
自
至
」「
末
代
幼
稚
の
頸
に
か
け
さ
し
め
た
も
う
」
と
さ
れ
て
、「
愚
人
も
仏
因
を
種
え
る
」
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
る
、
そ
の
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
す
。
即
ち
両
文
を
対
照
す
る
こ
と
で
、
日
蓮
教
学
の
下
種
論
を
支
え
る
成
仏
の
原
理
と
し
て
の
一
念
三
千
の

見
方
が
は
っ
き
り
致
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
『
四
信
五
品
鈔
』
の
「
四
味
三
教
よ
り
円
教
は
機
を
摂
し
、
尓
前
の
円
教
よ
り
法
華
経
は
機
を
摂
し
、

迹
門
よ
り
本
門
は
機
を
尽
す
な
り
。
教
弥
実
位
弥
下
の
六
字
に
心
を
留
め
て
案
ず
可（

22
）し」
で
し
ょ
う
。
隆
師
は
、
日
蓮
教
学
の
教

相
・
観
心
の
観
心
を
示
す
遺
文
と
し
て
「
迹
門
よ
り
本
門
は
下
機
を
摂
す
、
教
弥
実
位
弥（

23
）下」
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
引
用
は
「
尽

機
」
で
な
く
常
に
「
摂
下
機
」
で
す
。
こ
こ
か
ら
、
二
つ
の
視
点
が
注
意
さ
れ
ま
す
。
一
は
下
機
を
摂
す
る
の
は
「
本
門
」
で
あ
る

こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
末
法
下
機
の
強
い
認
識
で
す
。
隆
師
は
、
日
蓮
教
学
が
末
法
最
下
機
の
衆
生
を
対
象
と
す
る
な
ら
ば
、
宗
祖

日
蓮
聖
人
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
と
、「
無
智
の
日（

24
）蓮」
と
も
表
現
し
ま
す
。
そ
れ
故
、『
本
尊
抄
』
の
「
不
識
一
念
三
千
」
と
は

『
開
目
抄
』
の
「
一
分
の
慧
解
も
な
し
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
難
信
難
解
の
強
調
で
な
く
、
文
字
通
り
の
こ
と
と
解
釈
さ
れ
る
わ
け

で（
25
）す。
最
下
の
機
を
救
う
仏
法
は
最
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
が
「
教
弥
実
位
弥
下
」
で
あ
り
「
逆
謗
を
救
助
す
る
に
は
要

法
に
し
か
ず
」
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
『
開
目
抄
』
の
Ｇ
の
文
を
省
み
れ
ば
、「
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
」
と
は
、

『
開
目
抄
』
全
篇
に
亘
っ
て
示
さ
れ
た
一
念
三
千
論
を
ふ
ま
え
て
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
即
ち
『
開
目

抄
』
は
『
摩
訶
止
観
』
の
一
念
三
千
（
天
台
の
理
具
一
念
三
千
）
を
法
華
経
寿
量
品
の
顕
本
義
を
ふ
ま
え
て
本
門
の
一
念
三
千
（
事
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具
一
念
三
千
）
と
捉
え
直
し
、
そ
の
依
文
を
寿
量
品
の
本
因
本
果
（
本
国
土
）
の
文
と
明
し
て
、
こ
れ
を
「
ま
こ
と
の
一
念
三
千
」

（
真
の
十
界
五
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
）
と
し
、「
種
子
無
上
」
と
さ
れ
、
そ
の
後
に
Ｇ
の
文
が
来
ま
す
。
故
に
、
Ｇ
よ
り
前
の

所
で
天
台
の
迹
門
の
一
念
三
千
を
ふ
ま
え
、
日
蓮
の
本
門
の
一
念
三
千
義
を
論
じ
、
そ
の
本
門
の
一
念
三
千
義
の
依
文
が
本
因
本
果

（
本
国
土
）
の
文
、
真
理
観
と
し
て
「
無
始
の
九
界
と
無
始
の
仏
界
」
と
の
互
具
、
さ
ら
に
は
仏
種
子
の
義
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
改
め
て
天
台
の
迹
門
の
一
念
三
千
（
理
具
一
念
三
千
）
に
対
し
て
「
一
分
の
慧
解
も
な
し
」
と
い
う
の
は
誠
に
不
可

解
と
い
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
故
に
こ
こ
で
の
「
天
台
の
」
と
は
、「
ほ
か
で
も
な
い
唯
一
、
天
台
大
師
が
明
か
し
た
一
念
三
千
だ

け
が
」
の
意
で
あ
り
、
隆
師
の
表
現
で
あ
れ
ば
「
内
鑑
の
天
台
」
と
す
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。
事
実
、
三
重
説
に
た
っ
た
立
場
、
例

せ
ば
『
弘
経
抄
』
第
八
九
巻
で
は
「
開
目
抄
の
上
に
本
門
三
千
を
釈
し
て
下
に
、
但
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
成
仏
す
べ
き
道
と
見
ゆ

れ
、
此
の
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
云

 

云

」（
以
下（

26
）略）
等
と
言
わ
れ
、「
一
分
の
慧
解
も
な
い
一
念
三
千
」
と
は
、
本
門

事
具
三
千
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
所
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
体
二
重
説
で
は
、「
一
分
の
慧
解
も
な
い
三
千
」
と
は
、
天
台
の
迹

門
・
理
具
三
千
の
こ
と
と
な
り
、
事
実
、
隆
師
の
『
私
新
抄
』
で
は
そ
れ
で
あ
り
、
例
せ
ば
同
じ
く
二
重
説
の
浅
井
円
道
師
の
解
も

そ
う
で
あ
る
こ
と
は
、
別
の
所
で
検
証
し
ま
し（

27
）た。

　

こ
う
し
て
み
れ
ば
、
隆
師
が
法
体
二
重
説
か
ら
法
体
三
重
説
へ
と
転
換
し
た
の
は
、『
開
目
抄
』
の
解
釈
が
変
わ
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
促
し
た
の
は
『
本
尊
抄
』『
四
信
五
品
鈔
』
そ
の
他
の
総
合
的
・
全
体
的
考
察
で
あ
り
、
就
中
、
末
法
の

機
根
に
対
す
る
厳
し
い
見
方
、
そ
れ
に
対
す
る
「
教
弥
実
位
弥
下
」
の
最
高
の
教
法
た
る
題
目
、
と
い
う
見
定
め
で
な
か
っ
た
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
又
、
後
述
の
如
く
、
法
華
経
そ
の
も
の
の
見
方
に
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
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四
、
日
蓮
遺
文
が
三
重
説
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
私
見

　

こ
こ
ま
で
は
、
隆
師
の
『
開
目
抄
』
解
釈
が
変
わ
っ
た
と
い
う
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
ま
し
た

が
、
以
下
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
更
に
考
え
る
べ
き
事
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
私
見
を
述
べ
た
く
考
え
ま
す
。

（
一
）
開
本
両
抄
の
関
係

　

第
一
は
、『
開
目
抄
』
と
『
本
尊
抄
』
と
の
関（

28
）係で
す
。
御
承
知
の
よ
う
に
、
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
論
は
、
初
期
か
ら
「
十
界

互
具
論
」
を
中
心
に
注
目
さ
れ
て
は
お
り
ま
す
が
、
そ
の
体
系
的
論
及
は
『
開
目
抄
』
と
『
本
尊
抄
』
で
す
。
然
し
、
こ
の
両
抄
に

は
決
定
的
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、『
開
目
抄
』
で
は
、
十
界
互
具
・
一
念
三
千
を
当
然
の
こ
と
と
し
そ
れ
を
前
程
と
し
て
、

そ
の
構
成
を
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
『
本
尊
抄
』
は
、
同
様
な
議
論
な
が
ら
、
そ
の
目
的
は
、

十
界
互
具
・
一
念
三
千
が
成
立
す
る
か
否
か
の
議
論
で
す
。
こ
れ
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
が
、
重
大
な
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、『
開
目
抄
』
で
は
「
一
念
三
千
」
の
タ
ー
ム
で
一
貫
し
て
い
ま
す
が
、『
本
尊
抄
』
で
の
三
千
論
の
結
論
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る

四
十
五
字
法
体
段
は
、
御
承
知
の
如
く
「
一
念
三
千
」
で
は
な
く
、「
己
心
の
三
千
」
で
す
。
こ
れ
も
誰
も
問
題
と
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

な
ぜ
そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
『
開
目
抄
』
で
は
一
念
三
千
を
前
程
の
こ
と
と
し
て
論
じ
て
い
る
と
申
し
ま
し
た
が
、
先
述
の
Ｇ
の
文
の
所
だ
け
「
我

等
一
分
の
慧
解
も
な
し
」
と
否
定
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
理
由
は
明
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
故
、
先
学
の
理
解
は
、
莫
然
と
、

「
一
念
三
千
は
難
解
だ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
所
で
す
。

　

私
は
、
開
本
両
抄
の
一
念
三
千
論
を
考
え
て
い
る
う
ち
、
隆
師
が
『
開
目
抄
』
Ｇ
の
文
と
、『
本
尊
抄
』
末
尾
五
十
一
字
と
を
同

意
と
み
た
こ
と
と
、『
本
尊
抄
』
四
十
五
字
が
「
一
念
三
千
」
で
な
く
、「
己
心
の
三
千
」
で
あ
る
こ
と
が
何
か
関
連
が
あ
る
の
で
は
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な
い
か
と
思
い
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
ふ
と
Ｇ
の
文
の
構
成
と
、『
本
尊
抄
』
前
半
の
構
成
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、『
開
目
抄
』
に
「
一
分
の
慧
解
も
な
い
」
が
「
不
求
解
脱
解
脱
自
至
」
に
至
る
過
程
は
、『
本
尊

抄
』
で
最
難
問
の
「
己
心
具
釈
尊
」
が
、
三
十
三
字
自
然
譲
与
段
で
解
決
と
な
り
、
そ
の
結
果
が
己
心
に
三
千
を
具
す
る
こ
と
と
同

じ
く
な
る
と
の
四
十
五
字
に
な
る
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
開
本
両
抄
を
考
え
れ
ば
、『
開
目
抄
』
の
十
界
互
具
・
一
念
三
千
論
は
客
体
的
な
対
象
と
し
て
の
追
及
で
あ
り
、
自
ら

の
心
に
十
界
を
具
す
る
か
否
か
の
主
体
的
な
議
論
は
な
く
、
一
方
、
そ
れ
を
主
た
る
目
的
と
し
た
論
述
が
『
本
尊
抄
』
の
前
半
で
は

な
い
か
、
と
考
え
た
わ
け
で
す
。
故
に
『
開
目
抄
』
の
「
一
分
も
慧
解
も
な
し
」
と
さ
れ
た
理
由
は
『
本
尊
抄
』
第
十
二
問
答
の

「
観
心
」
の
定
義
に
あ
る
よ
う
に
自
ら
の
己
心
に
確
認
す
る
十
界
互
具
の
こ（

29
）とで
、
究
極
的
に
は
「
己
心
具
釈
尊
」
の
問
題
で
あ
っ

た
ろ
う
こ
と
は
、
十
分
理
由
の
あ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
故
、
四
十
五
字
は
「
己
心
」
に
結
ば
れ
た
の
で
す
。
此
等
は
以
前
に

発
表
し
た
所
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
よ
り
す
る
と
、『
開
目
抄
』
は
、
外
な
る
釈
尊
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
「
法
華
経
の
行
者
」

で
あ
る
か
否
か
が
聖
人
の
「
一
期
の
大
事
」
で
あ
り
、
一
方
、
内
な
る
釈
尊
の
信
認
の
問
題
が
「
当
身
の
大
事
」
で
あ
り
、「
観
心

の
法
門
」
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
わ
け
で
す
。

　

こ
の
開
本
両
抄
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
の
私
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
聖
人
教
学
の
根
幹
を
法
体
三
重
説
と
み
る
こ
と
は

当
然
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
二
）『
本
尊
抄
』
以
降
は
題
目
に
よ
る
議
論

　

法
体
三
重
説
を
聖
人
の
本
意
と
み
る
上
で
、
次
の
論
拠
は
、『
本
尊
抄
』
以
降
の
教
義
的
に
重
要
な
遺
文
で
あ
る
『
法
華
取
要

抄
』『
新
尼
御
前
御
返
事
』『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』『
報
恩
抄
』
な
ど
は
、
一
念
三
千
の
語
は
出
ず
、
専
ら
題
目
に
よ
る
議
論
と

な
っ
て
い
る
点
で（

30
）す。
一
方
、『
兄
弟
抄
』『
富
木
入
道
殿
御
返
事
（
治
病
抄
）』
に
出
る
一
念
三
千
は
、
既
に
大
黒
喜
道
氏
も
論
文
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中
に
注
意
し
て
い
る
よ
う
に
、
値
難
と
の
関
わ
り
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
教
学
理
論
の
中
心
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
三
）
上
行
付
嘱
の
教
義

　

第
三
に
は
、『
本
尊
抄
』
で
は
じ
め
て
上
行
付
嘱
の
教
義
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
以
降
の
親
撰
遺
文
で
は
、
こ
の
上
行
付
嘱
の

教
義
の
上
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
上
行
付
嘱
は
『
開
目
抄
』
で
は
ま
だ
述
べ
ら
れ
ず
、『
本
尊
抄
』
に
至
っ
て
初
め
て
示

さ
れ
た
教
義
で
す
。
注
意
す
べ
き
は
、『
開
目
抄
』
Ｇ
の
文
で
は
「
此
経
計
リ

一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。（
引
用
者

中

略

）
此
経
は
愚
人
モ

仏
因
を
種
べ
し
。」
と
あ
っ
た
所
が
、『
本
尊
抄
』
結
文
で
は
「
不
識
一
念
三
千
者
仏
起
大
慈
悲
五
字
内
裹
此
珠
令
懸
末
代
幼
稚
頸
」

と
、「
法
華
経
」
が
「
五
字
」
に
克
実
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、『
本
尊
抄
』
の
三
十
三
字
も
「
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字

具
足
、
我
等
受
持
此
五
字
自
然
譲
与
彼
因
果
功
徳
」
で
あ
り
、「
四
十
五
字
」
を
受
け
て
本
尊
を
示
さ
れ
る
所
で
も
「
此
本
門
肝
心

於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
仏
猶
文
殊
薬
王
等
不
付
属
之
、
何
況
其
已
下
乎
、
但
召
地
涌
千
界
説
八
品
付
嘱
之
」
で
あ
り
、
五
字
の
付

嘱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
付
嘱
は
神
力
・
嘱
累
に
限
っ
た
付
嘱
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
故
に
、
上
行
付
嘱
の
意
を
支

え
る
こ
と
と
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
寿
量
品
の
医
師
の
譬
の
う
ち
「
今
、
遺
使
還
告
ハ

地
涌
也
。
是
好
良
薬
ト
ハ

寿
量
品
ノ

肝
要
タ
ル

名
体
宗

用
教
ノ

南
無
妙
法
蓮
華
経
是（

31
）也」
と
「
遺
使
還
告
」
と
「
是
好
良
薬
」
を
重
視
し
良
薬
を
五
重
玄
具
足
の
七
字
と
解
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
り
ま
す
（
五
字
と
七
字
に
つ
い
て
は
後
述
）。
従
っ
て
、
こ
れ
は
『
本
尊
抄
』
に
於
い
て
、
法
体
三
重
説
に
た
た
れ
た
聖
人
が
、

そ
の
題
目
の
信
行
を
末
法
に
伝
え
る
為
に
法
華
経
本
門
で
、
上
行
付
嘱
の
教
義
が
あ
る
と
解
さ
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。『
私
新
抄
』
で
は
、
法
体
二
重
説
の
立
場
か
ら
の
付
嘱
の
理
解
も
示
さ
れ
て
お
り
ま
す（

32
）が、『
本
尊
抄
』
以
降
の
遺
文

の
内
容
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
で
あ
り
『
四
信
五
品
鈔
』
の
「
汝
何
ゾ

不
レシ
テ

勧
二

進
一
念
三
千
ノ

観
門
一ヲ

唯
令
レム
ル
ヤ

唱
二ヘ

題
目
許
一（

33
）
リ
ヲ

」
に
は

全
く
相
応
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
も
『
四
信
五
品
鈔
』
に
至
っ
て
突
如
、
僧
俗
を
分
け
た
御
考
え
等
を
示
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
聖
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人
の
主
張
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
私
に
は
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
、
聖
人
の
主
張
は
一
貫
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、

日
蓮
教
学
の
本
尊
義
を
考
え
る
場
合
に
於
い
て
も
そ
う
で
あ
り
、『
本
尊
抄
』
で
上
行
付
嘱
の
本
尊
義
を
示
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の

後
も
ず
っ
と
一
貫
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

日
蓮
教
学
の
本
尊
義
は
、
ま
ず
日
蓮
聖
人
御
自
身
が
本
尊
を
ど
う
考
え
ら
れ
た
か
と
い
う
点
と
、
門
下
の
私
共
が
日
蓮
聖
人
を
ど

う
仰
ぐ
か
を
含
め
た
本
尊
義
と
を
別
に
考
え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。
聖
人
は
、『
本
尊
抄
』
で
、
上
行
付
嘱
の
教
義
に
基
づ
く
本
尊

義
を
示
さ
れ
ま
し（

34
）た。『
本
尊
抄
』
以
降
の
「
本
尊
」
の
正
体
と
し
て
は
、
従
来
の
議
論
が
示
す
よ
う
に
、
日
蓮
遺
文
の
上
か
ら
は

題
目
・
釈
尊
・
曼
荼
羅
と
大
別
で
き
ま
す
。
御
持
仏
の
釈
尊
像
は
、
こ
の
釈
尊
本
尊
に
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
あ
た
か
も
別
の

主
張
の
如
く
に
論
者
に
よ
っ
て
問
題
と
さ
れ
、
そ
の
中
で
人
法
一
体
論
な
ど
も
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
仏
法
は
釈
尊
に
よ
っ
て
ダ
ル

マ
（
法
）
が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
人
法
論
は
一
箇
の
問
題
で
す
が
、
本
尊
義
と
し
て
、
日
蓮
遺
文
に
示
さ
れ
た
所
を

考
え
れ
ば
、
題
目
も
釈
尊
も
本
尊
で
す
。
但
し
、
上
行
付
嘱
の
教
義
に
よ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
第
一
義
的
本
尊
は
題
目
、
第
二
義
的

本
尊
は
釈
尊
で
す
。
そ
し
て
、
諸
家
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
曼
荼
羅
が
本
門
八
品
の
儀
相
で
あ
る
と
い
う
真
意
は
、
上
行
付
嘱
の
場
面

を
拝
む
対
象
と
し
て
図
顕
さ
れ
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
こ
れ
も
本
尊
で
す
。
即
ち
『
本
尊
抄
』
の
「
本
尊
為
体
」、『
報
恩
抄
』
の

「
本
尊
形
貌
」
が
そ
れ
で
し
ょ
う
。
但
し
、
釈
尊
は
本
門
八
品
会
上
の
姿
、
即
ち
三
仏
の
姿
と
し
て
の
釈
尊
で
す
。
三
仏
へ
の
注
目

は
既
に
茂
田
井
教
亨
氏
が
指
摘
し
、
渡
辺
宝
陽
氏
が
詳
説
し
よ
う
と
さ
れ
た
所
で
す
が
、『
本
尊
抄
副
状
』
の
「
師
弟
共
ニ

詣
二デ
テ

霊
山

浄
土
一ニ

拝
二

見
シ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ン

三
仏
ノ

顔
貌
一ヲ

」
を
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
故
に
『
報
恩
抄
』
の
「
本
門
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ

し
」
は
す
ぐ
後
の
「
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
・
外
の
諸
仏
、
並
に
上
行
等
の
四
菩
薩
脇
士
と
な
る
べ（

35
）し」
に
よ
っ
て
、
三
仏
の

姿
の
釈
尊
の
こ
と
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
本
尊
問
答
抄
』
で
は
題
目
本
尊
の
主
張
で
す
。
論
者
に
よ
っ
て

は
日
蓮
聖
人
の
思
想
が
変
わ
っ
た
と
み
る
よ
う
で
す
が
、
聖
人
は
そ
ん
な
一
貫
性
の
な
い
方
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
し
て
本
尊
義
に
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於
い
て
を
や
で
す
。
こ
の
『
報
恩
抄
』
と
『
本
尊
問
答
抄
』
で
は
共
に
曼
荼
羅
本
尊
を
拝
む
こ
と
を
示
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
重
要
な
こ
と
は
、『
報
恩
抄
』
の
中
に
釈
尊
が
多
宝
仏
の
上
座
に
居
ら
れ
る
こ
と
が
「
即
法
華
経
行
者（

36
）也」
と
示
さ
れ
、『
本
尊
問

答
抄
』
で
は
法
華
経
の
題
目
を
本
尊
と
す
る
の
が
法
華
経
の
行
者
の
正
意
と
さ
れ（

37
）る所
で
、
こ
れ
は
既
に
日
蓮
聖
人
直
弟
の
日
法
聖

人
が
『
八
品
所
顕
証
文
』
の
「
起
本
尊
事
」
の
下
に
引
用
し
て
あ（

38
）り、
共
に
題
目
本
尊
の
文
証
と
な
っ
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。
釈

尊
を
本
尊
と
す
べ
き
と
し
て
、
曼
荼
羅
を
与
え
、
題
目
を
本
尊
と
す
べ
き
と
し
て
曼
荼
羅
を
示
し
、
共
に
釈
尊
も
題
目
を
本
尊
と
さ

れ
た
と
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
上
行
付
嘱
を
根
本
と
し
て
本
尊
義
を
考
え
れ
ば
『
本
尊
抄
』
以
降
の
本
尊
義

を
統
一
的
に
説
明
で
き
る
。
こ
の
一
事
を
以
て
し
て
も
、
上
行
付
嘱
の
教
義
が
本
尊
抄
以
降
の
日
蓮
教
学
の
根
柢
と
な
っ
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
、
そ
れ
故
に
、
法
体
三
重
説
の
理
解
の
正
当
性
も
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
四
）
聖
人
の
法
華
経
観

　

日
蓮
遺
文
と
法
体
三
重
説
の
問
題
で
、
第
四
に
考
慮
す
べ
き
は
、
聖
人
の
法
華
経
観
で
す
。
聖
人
の
法
華
経
観
の
特
色
と
し
て
よ

く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
「
法
華
経
は
末
法
日
蓮
等
の
為
」
と
い
う
表
現
で
す
が
、『
法
華
取
要
抄
』
の
「
迹
門
の
逆
読
」
は
明
ら

か
に
流
通
分
か
ら
正
宗
分
を
み
た
立
場
で
、
こ
の
場
合
は
「
況
滅
度
後
」
の
文
、
就
中
、「
有
諸
無
智
人
悪
口
罵
詈
」
等
の
文
を
聖

人
が
身
読
し
た
と
い
う
こ
と
で
「
日
蓮
を
正
と
為
す
」
と
さ
れ
ま
す
。『
本
尊
抄
』
の
場
合
は
、
法
師
品
の
「
況
滅
度
後
」、
宝
塔
品

の
「
令
法
久
住
乃
至
所
来
化
仏
当
知
此
意
」
の
文
に
続
い
て
「
勧
持
安
楽
等
可
見
之
、
迹
門
如
レ

是
」
と
な
っ
て
お
り
、『
法
華
取
要

抄
』
の
よ
う
に
「
自
二

安
楽
行
一

勧
持
提
婆
宝
塔
法
師
ト

逆
次
ニ

読
レメ
バ

之
ヲ

以
二テ

滅
後
ノ

衆
生
一ヲ

為
レス

本
ト

」
等
と
具
体
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

や
は
り
流
通
分
よ
り
正
宗
分
を
解
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
門
の
場
合
を
言
わ
ん
が
為
の
「
況
釈
」「
助
証
」
で
あ

り
、
本
門
の
場
合
は
『
本
尊
抄
』
で
は
、
一
向
に
滅
後
末
法
の
為
と
し
た
後
、
一
往
は
久
遠
下
種
以
来
、
今
日
迹
門
に
至
る
釈
尊
の

教
化
の
道
す
じ
を
種
熟
脱
の
三
益
で
説
明
し
た
上
で
、
再
往
は
「
本
門
ハ

序
正
流
通
倶
ニ

以
テ二

末
法
之
始
ヲ一

為
スレ

詮
ト

」
と
さ
れ
ま
す
が
、
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そ
の
理
由
は
、「
本
門
序
正
流
通
」
が
上
行
付
嘱
の
教
義
を
明
し
、
そ
れ
が
末
法
下
種
の
根
拠
と
な
る
か
ら
と
さ
れ
る
事
は
、
細
か

く
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
別
の
所
で
論
じ
ま
し（

39
）たの
で
、
そ
れ
を
御
覧
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。『
法
華
取
要
抄
』
で
は
、
本

門
の
心
を
「
略
開
近
顕
遠
」
と
「
広
開
近
顕
遠
」
と
に
分
け
て
の
説
明
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
『
本
尊
抄
』
の
一
往
・
再
往

に
相
当
し
て
、「
広
開
近
顕
遠
」
が
「
末
法
今
時
の
日
蓮
カ

等
為
」
と
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
又
、
上
行
付
嘱
の
教
義
が
そ
の
理
由
と

な
っ
て
い
る
所
で
す
。『
法
華
取
要
抄
』
で
は
「
上
行
菩
薩
所
伝
ノ

妙
法
蓮
華
経
ノ

五
字
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
「
末
法
日
蓮
等
が
為
」
の
法
華
経
と
は
、
迹
門
・
本
門
共
に
流
通
分
よ
り
み
た
立
場
で
あ
り
、
殊
に
本
門
は
、
天
台
の
分
科

に
い
う
序
分
・
正
宗
分
・
流
通
分
の
全
体
を
「
滅
後
末
法
の
為
」
即
ち
、「
上
行
付
嘱
」「
上
行
所
伝
」
の
題
目
を
明
す
経
文
と
み
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

こ
こ
で
意
見
が
分
か
れ
る
の
は
、
一
般
に
付
嘱
を
、
日
蓮
聖
人
の
、
い
わ
ゆ
る
上
行
自
覚
に
直
結
す
る
考
え
方
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
然
し
、
明
ら
か
に
『
本
尊
抄
』『
法
華
取
要
抄
』
は
、
上
行
付
嘱
の
教
義
を
客
観
的
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、「
日
蓮
聖

人
の
自
覚
」
と
関
連
づ
け
て
論
じ
ら
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
又
、『
法
華
取
要
抄
』
で
は
、
逆
読
の
迹
門
に
つ
い
て
「
以
日
蓮
為

正
」
と
あ
っ
て
日
蓮
一
人
の
こ
と
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
本
門
の
方
は
「
末
法
今
時
ノ

日
蓮
等
カ

為
」「
偏
為
二

我
等
一

」
と
「
等
」
の
字

が
あ
り
、「
以
末
法
之
初
為
二

正
機
一

」「
以
末
法
之
始
為
レ

詮
」「
末
法
始
為
ニ

如
レ

予
者
一

」
と
、「
上
行
付
嘱
の
教
義
」
が
た
だ
日
蓮
一

人
の
為
と
せ
ず
末
法
万
人
の
為
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
上
行
自
覚
を
論
じ
る
と
し
て
も
、
ま
ず
上
行
付
嘱
の

教
義
を
前
程
と
す
べ
き
で
す
。
私
見
を
申
せ
ば
、
私
共
は
、
日
蓮
聖
人
の
「
上
行
自
覚
」
を
論
じ
な
く
て
も
、
そ
の
「
法
華
経
の
行

者
」
の
姿
か
ら
、
上
行
応
化
の
御
導
師
と
仰
ぎ
、
そ
の
上
で
私
共
も
共
に
地
涌
菩
薩
た
ら
ん
と
信
行
す
る
、
そ
の
事
が
日
蓮
聖
人
の

御
意
に
か
な
う
も
の
と
考
え
ま
す
。
聖
人
自
身
が
、
自
ら
を
上
行
の
応
化
等
と
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が

聖
人
教
学
の
世
界
性
と
普
遍
性
を
担
保
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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と
も
か
く
、『
法
華
取
要
抄
』
の
「
上
行
菩
薩
所
伝
の
妙
法
蓮
華
経
ノ

五
字
」
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、「
上
行
付
嘱
」
の
教
義
を

法
華
経
の
上
に
認
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
『
本
尊
抄
』
で
は
、
本
門
の
本
尊
が
末
法
に
広
ま
る
理
由
と
し
て
、

経
典
解
釈
の
方
法
と
し
て
の
「
序
正
流
通
」
い
わ
ゆ
る
三
分
科
経
を
用
い
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
法
華
経
解
釈
に
於
い
て

そ
の
本
意
、
即
ち
末
法
の
為
の
法
華
経
と
し
て
、
法
華
経
の
内
容
自
体
に
そ
れ
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
流
通
正
意
と
い
う
こ
と

で
あ
る
と
の
見
定
め
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。『
四
信
五
品
鈔
』
の
「
流
通
ノ

一
段
末
法
ノ

明
鏡
尤
モ

可
レシ

為
二ス

依
用（

40
）

一ト

」
は
、「
修
二

行
ス
ル

法
華
一ヲ

相
貌
」
の
上
で
の
こ
と
と
し
て
言
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
法
華
経
、
殊
に
本
門
は
、
教
説
を
説
き
な
が
ら
、

そ
れ
に
止
ま
ら
ず
聖
人
は
教
法
を
直
ち
に
行
法
と
し
て
受
け
と
る
べ
き
内
容
と
理
解
さ
れ
て
い（

41
）るの
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
五
字
・
七

字
」
の
一
見
不
思
議
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
隆
師
は
、
こ
の
法
華
経
本
門
の
教
説
を
「
本
門
無
教
教
即
観（

42
）心」
と
示

し
、
そ
れ
が
、「
法
華
経
が
易
行
」
で
あ
る
所
以
で
あ
る
と
も
解
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
故
に
、
隆
師
は
法
然
上
人
批
判
と
し
て
、

常
に
法
然
上
人
が
浄
土
念
仏
に
移
っ
た
の
は
、
法
華
経
の
こ
の
真
の
内
容
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
故
で
あ
る
と
さ
れ
て
い（

43
）るの
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
法
然
批
判
は
、
他
に
み
ら
れ
な
い
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
即
ち
、
こ
の
流
通
正
意
も
ま
た
、
法
体
三
重
説
の

上
に
言
わ
れ
た
所
で
あ
り
、『
開
目
抄
』
末
尾
に
近
く
「
法
然
い
た
わ
し
と
お
も
は
で
、
末
法
に
は
法
華
経
の
門
を
堅
く
閉
て
人
を

入
レ

じ
と
せ
き
、
狂
児
を
た
ぼ
ら
か
し
て
宝
を
す
つ
る
や
う
に
法
華
経
を
抛
な
げ
す
てさ
せ
け
る
心
こ
そ
、
無
慚
に
見
へ
候（

44
）へ。」
と
あ
る
、
そ

の
日
蓮
聖
人
の
悲
痛
の
思
い
を
、
法
華
経
解
釈
の
上
か
ら
裏
づ
け
ら
れ
た
所
と
考
え
ま
す
。

（
五
）
下
種
論
に
関
し
て

　

日
蓮
遺
文
解
釈
に
お
い
て
、
法
体
三
重
説
を
前
程
と
す
る
か
否
か
の
判
断
に
つ
い
て
、
第
五
に
考
え
る
べ
き
は
、
日
蓮
教
学
の
下

種（
45
）論の
問
題
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
株
橋
日
涌
師
の
論（

46
）文が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
遺
文
に
み
え
る
仏
種
子
（
広
義
）
は
、
厳
密

に
は
仏
性
（
法
種
）・
仏
種
・
教
種
の
三
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
蓮
教
学
の
下
種
論
に
お
け
る
仏
種
子
と
は
、
そ
の
う
ち
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の
狭
義
の
「
仏
種
」
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
即
ち
本
門
の
一
念
三
千
を
意
味
す
る
も
の
で
、『
本
尊
抄
』
に
お
け
る
「
一
念

三
千
仏
種
」『
開
目
抄
』
Ｇ
中
の
「
天
台
の
一
念
三
千
」
等
が
そ
れ
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
下
種
の
種
子
は
、「
教
種
」「
乗
種
」

と
し
て
の
総
名
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
観
方
に
た
つ
事
に
よ
り
、
例
せ
ば
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典　

教
学
篇
』
の
「
仏
種
は
本
具
で
あ

る
こ
と
と
、
信
謗
に
よ
っ
て
信
毀
断
滅
す
る
こ
と
と
の
両
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
仏
の
視
点
に
立
て
ば
久
遠
本
具
、
衆
生

の
視
点
に
立
て
ば
信
毀
断
滅
の
意
味
合
い
が
強
い
。
日
蓮
は
信
毀
断
滅
の
視
点
に
立
っ
て
、
末
法
に
お
け
る
下
種
の
必
要
性
を
強
調

し（
47
）た」
等
の
苦
し
い
説
明
が
不
要
と
な
り
ま
す
。
隆
師
に
よ
れ
ば
仏
種
子
に
性
・
修
の
別
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
こ
と
で
、

末
法
下
種
の
不
可
欠
な
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

五
、
語
言
陀
羅
尼
と
下
種
の
心
田

　

さ
て
、
隆
師
は
法
体
三
重
説
に
よ
っ
て
、
五
字
・
七
字
の
題
目
を
中
心
と
し
た
教
学
体
系
を
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は
更
に

考
え
る
べ
き
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
既
に
株
橋
日
涌
師
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
一
つ
は
題
目
を
「
語
言
陀
羅

尼
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
と
、
も
う
一
つ
は
下
種
と
い
う
場
合
の
心
田
論
で
す
。

　

ま
ず
語
言
陀
羅
尼
で
す
が
、
こ
れ
は
妙
法
華
の
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
に
出
る（

48
）語で
隆
師
は
『
摩
訶
止
観
』
の
第
二
の
文
を

受
け
て
法
華
経
一
部
を
語
言
陀
羅
尼
と
し
、
更
に
七
字
を
そ
れ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま（

49
）す。
ま
た
法
華
三
昧
と
の
関
係
を
『
法
華
文

句
』『
文
句
記
』
に
よ
っ
て
論（

50
）じ、
更
に
『
弘
経
抄
』
第
一
一
〇
巻
で
は
、

陀
羅
尼
は
梵
語
な
り
、
此
に
は
総
持
と
翻
ず
、
又
能
遮
能
持
と
翻
ず
、
其
の
義
本
末
釈
の
如
し
云

 

云

。
然
る
に
陀
羅
尼
総
持
は
小

権
迹
本
の
諸
経
に
之
を
明
す
。
此
の
陀
羅
尼
を
新
訳
の
経
に
は
真
言
と
言
ふ
。
此
の
真
言
一
代
諸
経
に
あ
り
と
雖
も
今
経
の
真
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言
を
以
て
第
一
と
為
す
な
り
。
伝
教
大
師
の
云
く
、
妙
法
ノ

真
言
ハ

他
経
ニ

所
レナ
リ

無
キ
文

。（
引
用
者

中

略

）
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
独
り
総
体

門
の
総
持
の
法
な
り
。
仍
て
此
の
妙
法
蓮
華
経
と
は
語
言
陀
羅
尼
な
り
。
故
に
妙
法
蓮
華
経
は
本
果
妙
よ
り
本
因
妙
に
垂
下
し

教
弥
実
位
弥
下
し
て
名
字
信
者
の
口
に
出
し
て
之
を
唱
ふ
る
故
に
語
言
陀
羅
尼
と
云
ふ
な（

51
）り。

等
と
あ
り
、
他
に
も
「
善
語
教
と
同（

52
）じ」
と
も
あ
り
ま
す
。
日
蓮
遺
文
の
方
で
は
陀
羅
尼
品
の

受
持
法
華
名
者
福
不
可（

53
）量

を
引
用
し
て
「
五
字
に
一
切
の
法
を
納
め
る
」
と
さ
れ
、
又
、
五
字
・
七
字
の
総
名
で
あ（

54
）るこ
と
を
示
さ
れ
、『
本
尊
抄
』
で
は

釈
尊
因
行
果
徳
ノ

二
法
妙
法
蓮
華
経
ノ

五
字
ニ

具
足（

55
）
ス

等
と
説
か
れ
て
い
る
の
は
申
す
迄
も
な
く
、
真
蹟
は
見
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
『
教
行
証
御
書
』
で
は
「
此
法
華
経
の
本
門
の
肝
心

妙
法
蓮
華
経
は
、
三
世
の
諸
仏
の
万
行
万
善
の
功
徳
を
集
め
て
五
字
と
為
せ
り
。
此
五
字
の
内
に
豈
に
万
戒
の
功
徳
を
納
め
ざ
ら

ん（
56
）や」
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
語
言
陀
羅
尼
」
と
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

然
し
隆
師
は
「
語
言
陀
羅
尼
」
と
も
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
真
言
密
教
の
義
を
も
そ
の
所
含
・
所
摂
と
す
る
如
き
で
あ
り
、
恐

ら
く
日
蓮
聖
人
の
曼
荼
羅
本
尊
に
真
言
両
界
の
大
日
の
名
の
あ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
て
い（

57
）るこ
と
と
も
関
連
し
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
も
う
一
つ
は
「
下
種
」
と
い
う
場
合
に
ど
こ
に
下
種
す
る
の
か
と
い
う
「
心
田
論
」
の
問
題
で
す
。
こ
れ
も
株
橋
日
涌
師

の
論
文
に
あ
る
よ
う
に
、
確
実
な
日
蓮
遺
文
に
は
見
ら
れ
ぬ
所
で
、
そ
の
事
も
あ
っ
て
か
、
隆
師
も
こ
れ
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
論
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
故
に
、
株
橋
師
が
、
改
め
て
考
察
さ
れ
た
所
で
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
隆
師
の
説
に
は
三
説
あ
る
が
、
第
一
に

八
識
説
は
聞
法
下
種
、
第
二
に
六
九
合
論
説
は
聞
法
、
信
心
に
関
す
る
も
の
、
第
三
の
九
識
発
心
説
は
信
心
に
関
す
る
も
の
と
さ
れ
、

下
種
の
根
本
は
聞
・
信
・
唱
・
弘
通
の
中
の
聞
法
で
あ
る
故
、
下
種
の
心
田
は
第
八
識
と
さ
れ（

58
）てい
ま
す
。
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と
こ
ろ
で
一
般
の
国
語
辞
典
で
「
お
題
目
」
を
引
け
ば
、
第
一
は
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
称
等
」
と
あ
る
の
は
当
然
と
し
て
、
第

二
は
「
口
先
で
唱
え
る
だ
け
で
実
質
を
伴
わ
な
い
主（

59
）張」
な
ど
と
い
う
失
礼
な
用
法
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、『
曽
谷
入
道
殿
御

返（
60
）事』
に
あ
る
よ
う
に
、
た
だ
経
典
の
名
称
に
す
ぎ
な
い
と
解
す
る
人
が
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
然
し
、
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
の
例

に
あ
っ
た
よ
う
に
、
五
字
・
七
字
は
、
末
法
下
機
の
衆
生
を
救
わ
ん
が
為
の
本
仏
釈
尊
の
大
慈
大
悲
に
基
づ
く
因
行
果
徳
の
二
法
が

具
足
す
る
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
う
け
て
聞
法
・
信
心
・
口
唱
・
弘
通
の
信
行
観
を
実
践
す
べ
き
、
流
通
正
意
を
専
ら
と

す
る
教
法
と
解
さ
れ
て
お
り
、
隆
師
は
こ
れ
を
「
本
門
に
教
無
し
、
教
即
ち
観
心
な
り
」
等
と
解
さ
れ
る
所
で
す
。
日
蓮
聖
人
以
来
、

多
く
の
人
々
が
、
こ
の
五
字
・
七
字
に
よ
っ
て
困
難
な
人
生
に
た
ち
む
か
う
力
を
与
え
ら
れ
、
題
目
に
鼓
舞
さ
れ
て
立
派
な
人
生
を

終
え
ら
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
て
仏
教
の
歴
史
の
中
で
は
、
唯
識
思
想
の
如
く
人
間
の
心
の
奥
底
を
探
求
し
て
き
た
分
野
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
二
十
世
紀
以

降
、
西
洋
の
方
で
も
無
意
識
の
世
界
の
発
見
と
そ
の
研
究
が
進
み
、
今
日
で
は
一
般
に
信
心
・
信
仰
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
宗
教
と
人

間
と
の
関
わ
り
は
、
人
間
の
深
層
心
理
・
無
意
識
と
い
う
心
の
奥
底
の
心
と
の
関
係
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
常
識
で
し
ょ
う
。

い
わ
ゆ
る
カ
ル
ト
宗
教
の
困
っ
た
問
題
は
、
多
く
、
心
の
深
層
に
す
り
こ
ま
れ
た
恐
怖
心
に
よ
る
こ
と
は
、
最
近
、
と
み
に
問
題
と

さ
れ
た
所
で
す
。
心
の
奥
深
く
、
如
何
に
人
生
に
と
り
大
切
な
こ
と
を
種
え
つ
け
る
か
、
こ
れ
が
問
題
で
す
が
、
そ
れ
を
含
め
て
、

い
わ
ゆ
る
宗
教
・
信
仰
の
神
秘
性
も
ま
た
改
め
て
評
価
さ
れ
る
時
代
で
す
。
人
生
を
鼓
舞
す
る
お
題
目
の
神
秘
的
な
力
、
そ
れ
を
隆

師
は
語
言
陀
羅
尼
と
規
定
す
る
こ
と
で
表
現
さ
れ
た
か
と
考
え
ま
す
。
五
字
・
七
字
が
語
言
陀
羅
尼
で
あ
り
、
八
識
心
田
に
下
種
さ

れ
る
と
い
う
見
定
め
は
、
今
日
の
状
況
に
於
い
て
益
々
重
要
な
事
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
は
更
に
考
究
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

然
し
、
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
大
切
な
事
は
、
あ
く
ま
で
滅
後
末
法
下
機
の
衆
生
の
成
仏
が
問
題
で
あ
る

故
に
、
聖
人
は
無
論
、
隆
師
も
、
教
弥
実
位
弥
下
を
第
一
と
し
て
、
我
々
の
為
に
最
上
で
易
行
の
教
を
専
ら
究
明
さ
れ
た
所
と
思
わ
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れ
ま
す
。

六
、
結
語

　

日
蓮
聖
人
は

又
佛
に
な
る
道
は
、
華
厳
ノ

唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、
真
言
の
五
輪
観
等
も
実
に
は
叶
フ

べ
し
と
も
み
へ
ず
。

但
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
此
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
。（
引
用
者

中

略

）
此
経
は
愚
人
も

仏
因
を
種
べ（

61
）し

と
言
わ
れ
て
、
五
字
・
七
字
の
み
が
成
仏
の
道
と
示
さ
れ
ま
し
た
。
隆
師
の
ま
と
め
ら
れ
た
所
で
は
、
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
で
常

住
の
釈
尊
が
衆
生
を
救
わ
ん
為
に
敢
て
入
滅
の
姿
を
示
さ
れ
た
こ
と
、
特
に
仏
滅
後
末
法
の
最
下
機
の
衆
生
の
為
に
、
法
華
経
本
門

の
序
・
正
・
流
通
に
於
い
て
上
行
付
嘱
の
教
義
を
説
い
て
地
涌
の
菩
薩
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
を
付
嘱
さ
れ
た
こ
と
を
、
法
華
経
の
正

意
と
さ
れ
た
所
で
す
。
こ
の
釈
尊
の
教
化
は
天
台
の
解
釈
を
承
け
て
、
総
じ
て
種
熟
脱
の
三
益
の
教
化
と
理
解
さ
れ
る
故
に
、
熟
脱

の
教
化
は
釈
尊
の
姿
で
、
ま
た
下
種
の
時
は
滅
後
末
法
の
故
に
、
釈
尊
の
命
を
受
け
た
地
涌
の
菩
薩
に
よ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

根
拠
は
医
師
の
譬
で
、
失
心
の
子
の
為
に
「
父
は
死
ん
だ
」
と
言
っ
て
良
薬
を
飲
ま
せ
た
使
は
、
医
師
そ
の
ひ
と
の
代
行
で
す
か
ら
、

釈
尊
と
、
地
涌
の
上
首
上
行
は
同
体
異
身
、
一
仏
二
名
と
解
さ
れ
ま
す
。『
撰
時（

62
）抄』
に
あ
る
如
く
、
一
念
三
千
は
九
界
と
仏
界
の

互
具
と
ま
と
め
ら
れ
ま
す
か
ら
、
九
界
の
代
表
と
し
て
の
地
涌
の
上
首
上
行
は
九
界
総
在
の
菩
薩
と
さ
れ
る
故
に
成
立
す
る
法
義
が

一
仏
二
名
論
で
す
。

　

こ
の
一
仏
二
名
の
教
化
を
受
け
て
末
法
の
衆
生
が
五
字
・
七
字
の
信
仰
に
徹
す
れ
ば
、
そ
の
衆
生
は
、
結
局
、
す
べ
て
上
行
菩
薩
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で
あ
る
と
さ（

63
）れま
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
我
々
は
本
来
み
な
地
涌
上
行
で
あ
り
、
そ
れ
を
現
実
化
す
べ
く
、
法
華
経
本
門
流
通
分
の

意
に
鼓
舞
さ
れ
て
信
仰
に
励
む
べ
し
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
法
華
経
は
、
漢
訳
の
み
な
ら
ず
梵
品
・
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
そ
の
他
の
資
料
な
ど
を
視
野
に
お
い
て
、
そ
の
原
典
研
究

が
為
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
存
の
法
華
経
の
姿
か
ら
、
そ
の
成
立
過
程
を
考
え
る
と
き
、
先
学
の
様
々
な
諸
研
究
が
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
う
し
た
文
献
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
そ
の
思
想
研
究
も
為
さ
れ
て
い
る
訳
で
す
が
、
法
華
経
が
初
期
大
乗
仏
教
の
一
つ
と
し
て
、

誰
で
も
が
成
仏
で
き
る
道
を
求
め
た
経
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
方
一
致
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
は
、
法
華

経
の
一
仏
乗
の
解
と
し
て
、
一
切
衆
生
本
来
ぼ
さ
つ
の
思
想
の
提
起
と
共
に
、
他
の
経
と
異
り
、
法
華
経
が
、
イ
ン
ド
の
釈
尊
が
入

滅
さ
れ
た
意
味
に
つ
い
て
そ
の
真
意
を
明
さ
れ
た
こ
と
が
、
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
苅
谷
定
彦
（
玄
翁
）
師
の
解
明
に
衝
撃
を
受
け

た
者
で
す
。
伝
統
教
学
で
は
寿
量
品
の
釈
尊
の
無
始
無
終
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
然
し
考
え
て
み
れ
ば
、
日
蓮
聖

人
の
『
本
尊
抄
』
は
「
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」
で
し
た
。
か
く
す
れ
ば
伝
統
教
学
の
論
目
の
一
つ
「
顕
本
論
」
も
、

イ
ン
ド
の
釈
尊
の
入
滅
の
意
義
を
ふ
ま
え
た
顕
本
論
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
点
で
従
来
の
議
論
は
、
不
充
分
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

苅
谷
説
で
は
、
誰
も
が
成
仏
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
「
一
切
衆
生
本
来
ぼ
さ
つ
」
と
い
う
仏
知
見
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
仏
滅
後
に
投
げ
出
さ
れ
た
、
よ
る
べ
の
な
い
衆
生
に
と
っ
て
特
に
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
み
ん
な
そ
れ
を
自
覚
し
な
い
顚
倒
者
で

あ
る
。
故
に
、
本
来
ぼ
さ
つ
で
あ
り
成
仏
可
能
者
で
あ
る
衆
生
が
、
成
仏
実
現
者
と
な
る
べ
く
、
法
華
経
弘
宣
の
ぼ
さ
つ
行
を
行
う

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
苅
谷
説
の
大
筋
で
あ
る
と
私
は
理
解
し（

64
）てお
り
ま
す
が
、
こ
の
原
典
研
究
か
ら
す
る
法
華
経
の
思
想
は
、

日
蓮
聖
人
教
学
を
法
体
三
重
説
か
ら
理
解
す
れ
ば
、
結
論
が
重
な
り
ま
す
。
日
蓮
聖
人
の
理
解
は
、
漢
訳
仏
典
か
ら
で
あ
り
、
又
聖

人
の
御
出
現
が
既
に
仏
滅
後
末
法
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
故
に
、
仏
滅
後
の
中
で
も
特
に
滅
後
末
法
の
衆
生
の
成
仏
の
問
題
を
究
明
さ



― 48 ―

註
（
1
）
金
岡
秀
友
・
田
村
芳
朗
・
柳
田
聖
山
『
仏
教
入
門
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
。

（
2
）
同
前
「
三　

文
献
学
と
思
想
学
―
研
究
者
と
布
教
者
の
分
離
」
二
四
二
～
二
五
四
頁
な
ど
。

（
3
）
同
二
四
八
頁
。

（
4
）『
私
新
抄
』
第
八
「
何
ニ
モ
日
蓮
聖
人
ノ
御
判
釈
ニ
信
心
ヲ
強
盛
ニ
至（

致
）シ
テ
日
夜
朝
暮
ニ
拝
二

見
シ

之
一ヲ

、
カ（
仮
名
書
）

ナ
カ
キ
ア（
当
テ
字
）

テ
字
下
リ
カ
キ

れ
て
い
る
点
で
、
異
っ
て
は
い
ま
す
が
、
法
華
経
の
根
本
の
思
想
を
ふ
ま
え
て
、
そ
れ
に
全
面
的
に
南
無
す
る
、
即
ち
南
無
妙
法
蓮

華
経
は
同
致
で
す
。

　

苅
谷
説
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
法
華
経
解
釈
史
の
上
で
言
え
ば
、
日
蓮
聖
人
に
よ
っ
て
初
め
て
そ
の
思
想
の
根
本
の
真
意
が
明

さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
私
共
と
し
て
は
当
り
前
の
こ
と
で
す
が
。

　

以
上
、
日
蓮
教
学
の
根
本
思
想
と
し
て
、
法
華
経
に
対
す
る
法
体
三
重
説
が
、
隆
師
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
隆

師
が
な
ぜ
そ
う
い
う
結
論
に
到
っ
た
の
か
の
私
見
に
加
え
て
、
日
蓮
遺
文
を
そ
う
解
釈
す
べ
き
理
由
と
、
そ
う
考
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
見
方
に
つ
き
、
私
の
日
頃
の
思
い
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
日
の
微
に
入
り
細
を
穿
っ
て
の
諸
師
の
研
究
と
は

異
な
り
、
甚
だ
雑
駁
な
話
に
終
始
し
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
ま
す
が
、「
法
門
の
大
都
梗
概
」
を
見
て
取
る
こ
と
も
大
切
と
思
い
ま

す
の
で
、
敢
て
申
し
上
げ
た
次
第
で
す
。

　

皆
様
の
御
静
聴
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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文
体
ノ
不
足
ナ
ル
事
ヲ
不
レ

懸
レケ

目
ニ

、
法
門
ノ
大
都
カ
ウ（

梗

概

）

カ
イ
ヲ
見
テ

可
レ

取
ル

。」（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
宗
宗
学
全

書
』（
以
下
、『
宗
全
』）
第
八
巻
、
山
喜
房
仏
書
林
、
初
版
一
九
六
一
年
、
一
九
六
八
年
第
二
版
二
一
八
頁
。
但
し
真
蹟
で
訂
正
）。

（
5
）
久
遠
本
覚
独
尊
三
界
慈
父
釈
尊
常
住
不
退
滅
後
末
法
悪
人
下
種
本
門
易
行
観
心
本
尊
、
大
に
分
っ
て
三
段
と
為
す

　
　
　

一
、
本
門
総
名
所
摂
の
理
具
一
念
三
千

　
　
　

二
、
末
法
相
応
本
門
事
行
観
心
の
能
摂
南
無
妙
法
蓮
華
経

　
　
　

三
、
総
じ
て
理
具
三
千
を
以
て
総
持
妙
法
蓮
華
経
に
摂
し
て
末
法
下
種
の
正
行
と
為
す
こ
と
を
結
す

（
株
橋
日
涌
監
修
『
日
隆
聖
人
文
段
主
要
御
書
全
』
法
華
宗
宗
務
院
、
一
九
八
八
年
（
再
版
本
）、
九
三
頁
）。

（
6
）『
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
』
第
二
「
玄
ノ

一
ノ

此
妙
法
蓮
華
経
者
本
地
甚
深
之
奥
蔵
也
ノ

釈
ハ

総
名
ハ

即
チ

法
体
ト

釈
セ
リ

、
此
時
体
章
ノ

三
千
カ

義
趣
ト

成
ル

也
。」（
法
華
宗
興
隆
学
林
編
『
法
華
宗
全
書
』（
以
下
、『
法
全
』）
日
隆
1
（
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
（
四
帖
抄
））、
東
方

出
版
、
一
九
九
九
年
、
一
一
七
頁
。
株
橋
日
涌
『
観
心
本
尊
鈔
講
義
』
上
巻
、
法
華
宗
宗
務
院
、
一
九
八
二
年
、
八
六
～
八
七
頁

（
瑞
光
院
日
行
（
一
六
八
九
～
一
七
四
三
）
写
上
半

二
七
ヲ

））。

（
7
）「
一
念
三
千
を
以
て
総
名
の
所
摂
と
す
る
に
御
文
段
と
御
聖
教
と
は
不
同
な
り
。
謂
く
、
御
文
段
は
文
の
如
く
総
名
所
摂
の
理
具
三
千

の
筋
な
り
。
御
聖
教
は
総
名
所
摂
の
事
具
三
千
の
筋
な
り
」（
瑞
光
院
日
行
『
観
心
本
尊
鈔
御
文
段
考
案
』
写
上
本

二
七
ヲ

、
註
（
6
）
前
掲

『
観
心
本
尊
鈔
講
義
』
上
巻
、
八
六
～
八
七
頁
）。

（
8
）
株
橋
日
涌
「
日
隆
聖
人
の
本
尊
抄
文
段
拝
見
の
用
意
」『
桂
林
学
叢
』
第
九
号
、
一
九
七
六
年
七
月
（
後
に
註
（
6
）
前
掲
『
観
心
本

尊
鈔
講
義
』
上
巻
、
八
六
頁
以
下
に
収
録
）。

（
9
）
拙
稿
「
日
隆
聖
人
文
献
に
お
け
る
『
私
新
抄
』
の
位
置
―
事
具
三
千
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
興
隆
学
林
紀
要
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
〇
年

三
月
。

（
10
）
隆
師
本
尊
抄
解
釈
の
展
開
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『
本
尊
抄
文
段
』（
現
存
、
日
信
筆
）　　
　
　

法
体
二
重
説

　
 　

『
私
新
抄
』

　

 　
『
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
』
以
後　
　
　
　
　

法
体
三
重
説

　

 　
　
　
　
　

註
（
9
）
前
掲
、
拙
稿
「
日
蓮
聖
人
文
献
に
お
け
る
『
私
新
抄
』
の
位
置
」

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

迹
門
―
理
具
三
千
―
―
―
―
―
―
―
所
摂

　

 　

法
体
二
重
説
―

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

本
門
―
事
具
三
千
・
事
行
題
目
―
―
能
摂

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

迹
門
―
―
理
具
三
千
―
所
摂

　

 　

法
体
三
重
説
―

本
門
―
―
事
具
三
千
―
能
摂
―
所
摂

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

本
地
―
―
事
行
題
目
―
―
―
―
能
摂

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

本
門

　
　

隆
師
教
学
確
立
後
の
み
か
た

　

○
「
治
病
抄
の
如
く
ん
ば
本
迹
事
理
の
三
千
こ
れ
あ
り
。
理
具
三
千
は
止
観
の
意
な
り
。
此
上
に
猶
を
事
の
三
千
こ
れ
あ
り
。
此
の
事
の

三
千
を
も
法
体
至
極
せ
ざ
る
故
に
下
機
を
摂
せ
ず
と
開
目
抄
観
心
抄
に
書
き
た
ま
ひ
て
、
猶
を
本
門
事
三
千
の
上
に
最
勝
の
妙
法
蓮
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華
経
を
顕
し
て
真
実
の
教
弥
実
位
弥
下
の
最
上
深
法
と
定
判
し
た
ま
へ
り
。」（『
四
帖
抄
』
第
三
（『
法
全
』
日
隆
1
）
四
一
八
頁
）。

　

○
「
さ
れ
ば
観
心
本
尊
抄
に
は
止
観
第
五
本
末
の
理
具
一
念
三
千
を
引
て
立
所
の
証
文
に
備
へ
、
軈
て
本
門
事
三
千
に
引
き
成
し
て
上
行

付
嘱
の
妙
法
蓮
華
経
を
判
じ
て
本
意
を
結
成
す
る
時
、
一
念
三
千
を
以
て
妙
法
蓮
華
経
に
裹
み
末
代
愚
人
に
授
け
た
ま
ふ
と
定
判
し

た
ま
へ
り
。
是
れ
日
蓮
宗
観
心
の
相
な
り
。」（『
四
帖
抄
』
第
四
（『
法
全
』
日
隆
1
）
五
一
七
頁
）。

（
11
）
註
（
6
）
前
掲
『
観
心
本
尊
鈔
講
義
』
上
巻
、
並
び
に
株
橋
日
涌
『
本
尊
鈔
講
義
』
下
巻
（
法
華
宗
宗
務
院
、
一
九
八
七
年
）
の
内

容
参
照
。

（
12
）
大
黒
喜
道
「
理
事
の
一
念
三
千
と
妙
法
五
字
の
関
係
―
法
体
二
重
説
・
法
体
三
重
説
に
触
発
さ
れ
て
―
」『
興
風
』
第
二
九
号
、
二
〇

一
七
年
一
二
月
。

（
13
）
拙
稿
「
慶
林
坊
日
隆
教
学
の
確
立
―
法
体
二
重
説
か
ら
法
体
三
重
説
へ
―
」『
興
風
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
、
一
五
一
～

一
五
八
頁
。

（
14
）
日
隆
の
著
作
の
成
立
史
的
分
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
期
―
他
宝
抄

　
　

教
学
形
成
期
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
期
―
私
新
抄
・
本
尊
抄
文
段

　
　
　

教
学
確
立
期
―
―
―
法
華
天
台
両
宗
勝
劣
抄
（
四
帖
抄
）・
玄
義
教
相
見
聞
（
一
帖
抄
）
な
ど

　
　
　

教
学
応
用
期
―
―
―
名
目
見
聞
・
本
門
弘
経
抄
・
開
迹
顕
本
宗
要
集
・
三
大
部
略
大
意
抄
な
ど

（
15
）
註
（
13
）
前
掲
、
拙
稿
「
慶
林
坊
日
隆
教
学
の
確
立
」
一
五
五
頁
。

（
16
）
小
西
日
遶
「
日
隆
聖
人
伝
記
史
料
と
し
て
見
た
御
聖
教
紙
背
文
書
の
一
考
察
」『
桂
林
学
叢
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
。
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（
17
）
開
目
抄
文
段
（
定
稿
）

同
草
稿

「
又
仏
成
道
華
厳
」
よ
り
「
み
ち
び
け

か
し
」
ま
で
（
引
用
者

注

記

）

四�

、
明
以
三
千
惣
在
妙
経
勧
進
末
代
愚

人
仏
種

二
、
今
家
の
宗
旨

Ｇ
又
仏
に
な
る
道
は
華
厳
ノ

唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、

　

真
言
の
五
輪
観
等
も
実
に
は
叶
フ

べ
し
と
も
み
へ
ず
。
但
天
台
の
一
念
三
千

　

こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。
此
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も

　

な
し
。
而
ど
も
一
代
経
々
の
中
に
は
此
経
計
リ

一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。

　

余
経
の
理
は
玉
に
に
た
る
黄
石
な
り
。
沙
を
し
ぼ
る
に
油
な
し
。
石
女
に
子

　

の
な
き
が
ご
と
し
。
諸
経
は
智
者
猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
経
は
愚
人
モ

仏
因
を

　

種う
ゆ

べ
し
。
不
求
解
脱
解
脱
自
至
等
ト
云

 

云

。

三
、
重
て
末
代
初
心
順
縁
の
弟
子
に
勧
む

　

我
並
ヒ
ニ

我
弟
子
諸
難
あ
り
と
も
疑
フ

心
な
く
わ
自
然
に
仏
界
に
い
た
る
べ
し
。

　

天
の
加
護
な
き
事
を
疑
は
ざ
れ
。
現
世
の
安
穏
な
ら
ざ
る
事
を
な
げ
か
ざ
れ
。

　

我
弟
子
ニ

朝
夕
教
ヘ

し
か
ど
も
疑
ヒ

を
を
こ
し
て
皆
す
て
け
ん
。
つ
た
な
き
者
ノ

　

な
ら
ひ
は
約
束
せ
し
事
を
ま
こ
と
の
時
ハ

わ
す
る
ゝ
な
る
べ
し
。
妻
子
を
不
便

　

と
を
も
う
ゆ
へ
、
現
身
に
わ
か
れ
ん
事
を
な
げ
く
ら
ん
。
多
生
曠
劫
に
し
た
し

　

み
し
妻
子
に
は
心
と
は
な
れ
し
か
。
仏
道
の
た
め
に
は
な
れ
し
か
。
い
つ

　
（
何
時
）
も
同
シ

わ
か
れ
な
る
べ
し
。
我
法
華
経
の
信
心
を
や
ぶ
ら
ず
し
て
、

　

霊
山
に
ま
い
り
て
返
て
み
ち
び
け
か
し
。

（
18
）『
観
心
本
尊
抄
』「
不
識
一
念
三
千
者
佛
起
大
慈
悲
五
字
内
裹
此
珠
令
懸
末
代
幼
稚
頸
四
大
菩
薩
守
護
此
人
大
公
周
公
摂
扶
成
王
四
皓
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侍
奉
恵
帝
不
異
者
也
」（
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』（
以
下
、
定
遺
）、
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺
、

一
九
八
八
年
、
七
二
〇
頁
）。

（
19
）「
此
の
本
因
本
果
本
国
土
十
界
互
具
界
如
事
円
の
三
千
も
猶
を
直
ち
に
は
取
り
難
し
。
故
に
開
目
抄
の
末
に
「
此
の
一
念
三
千
も
我
等

一
分
の
慧
解
も
無
し
」
と
結
成
し
給
ひ
て
、
観
心
本
尊
抄
の
末
に
総
結
し
て
「
一
念
三
千
を
識
ら
ざ
る
者
に
於
て
は
仏
大
慈
悲
を
起

し
五
字
の
内
に
比
珠
を
裹
み
末
代
幼
稚
の
頸
に
懸
け
さ
し
め
た
ま
ふ
」
と
結
成
し
給
へ
り
。」（『
開
迹
顕
本
宗
要
集
』
仏
部
第
一
（『
日

隆
聖
人
御
聖
教
』（
以
下
『
隆
教
』）
第
一
巻
、
日
隆
聖
人
御
聖
教
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
）
三
四
頁
）。
類
文
『
四
帖
抄
』
第
三
（『
法

全
』
日
隆
1
）
四
一
八
頁
な
ど
。

（
20
）
開
目
抄
文
段
、
註
（
5
）
前
掲
『
日
隆
聖
人
文
段
主
要
御
書
全
』
八
七
頁
。

（
21
）『
開
迹
顕
本
宗
要
集
』
教
相
部
第
八
（『
隆
教
』
第
四
巻
）
四
一
五
頁
。

（
22
）『
四
信
五
品
鈔
』
定
遺
一
二
九
六
頁
。

（
23
）「
尼
崎
流
ト
シ
テ
諸
御
抄
ノ
教
観
ヲ
一
言
ニ
口
伝
ス
ル
事
有
レリ
ヤ

之
レ

如
何
。
口
伝
ニ
云
ク
、
教

諸
教
ハ
五
味
法
華
経
ハ
五
味
主
、
観

自
二リ

迹

門
一

本
門
ハ
摂
二ス

下
機
一ヲ

教
弥
実
位
弥
下
ト
云

 

云

、
是
レ
也
」（
野
口
日
壌
編
『
日
蓮
所
立
本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
』
本
門
佛
立
宗

宗
立
佛
立
教
学
院
、
一
九
六
三
年
、
二
六
三
頁
、
第
九
巻
）。

（
24
）
天
台
大
師
の
十
徳
を
、
日
蓮
聖
人
の
場
合
に
ど
う
み
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

　

 　
「
此
の
如
く
法
師
品
よ
り
神
力
品
に
至
る
経
旨
の
本
意
は
能
開
の
要
の
釈
尊
、
能
開
の
要
法
を
以
て
能
開
の
要
の
上
行
菩
薩
に
付
嘱
し
、

折
伏
逆
化
の
「
不
受
余
経
一
偈
」
の
要
の
無
智
の
宗
旨
を
立
て
、
無
智
の
日
蓮
を
以
て
唱
導
と
為
し
、
無
智
の
悪
人
を
以
て
所
化
と

為
す
。
曾
て
自
力
を
具
せ
ざ
る
信
心
の
弟
子
偏
に
法
力
経
力
を
望
む
。
能
化
所
化
の
た
め
に
説
く
処
の
未
来
記
な
り
。
若
し
爾
ら
ば

日
蓮
大
菩
薩
に
十
徳
を
備
え
ざ
る
中
々
の
如
説
修
行
の
行
人
な
り
。（
引
用
者

中

略

）

　

 　

唯
だ
末
代
の
唱
導
を
無
徳
無
行
と
計
り
云
い
て
は
本
門
流
通
の
日
蓮
宗
の
規
模
も
顕
わ
れ
ず
宗
旨
の
信
心
も
立
た
ざ
る
な
り
。
故
に

高
祖
の
御
本
地
は
有
智
高
徳
の
薩
埵
な
り
と
云
へ
ど
も
、
末
代
相
応
の
不
軽
の
先
証
無
智
日
蓮
と
応
同
し
た
ま
う
日
は
無
智
無
徳
な



― 54 ―

り
。
而
る
に
此
の
無
智
無
徳
が
即
ち
正
像
の
諸
師
天
台
等
の
十
徳
に
勝
れ
た
る
こ
と
百
千
万
倍
な
り
。」（『
二
帖
抄
』
第
二
（
法
華
宗

教
学
研
究
所
編
『
法
華
宗
名
目
見
聞
題
号
釈
他
三
書
』
法
華
宗
宗
務
院
、
一
九
七
二
年
）
四
七
～
四
九
頁
）。

（
25
）「
夫
以
療
二

治
重
病
一

構
二

索
良
薬
一

救
二

助
逆
謗
一

不
レ

如
二

要
法
一

」（『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
定
遺
、
八
九
五
頁
）。

（
26
）「
開
目
抄
の
上
に
事
の
三
千
を
釈
し
て
下
に
但
天
台
の
一
念
三
千
こ
そ
成
仏
す
べ
き
道
を
み
ゆ
れ
、
此
の
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧

解
も
な
し
云

 
云

」（『
弘
経
抄
』
第
八
九
巻
（『
原
文
対
訳
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
』（
以
下
、『
隆
全
』）
第
九
巻
、
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
奉

賛
会
、
一
九
七
〇
年
）
五
八
一
～
五
八
二
頁
）。

（
27
）
拙
稿
「「
慶
林
日
隆
教
学
の
形
成
と
特
色
」
講
演
資
料
」『
興
隆
学
林
紀
要
』
第
一
九
号
、
二
〇
二
二
年
三
月
、
五
五
頁
。

（
28
）
拙
稿
「『
観
心
本
尊
抄
』
管
見
―
佐
渡
塚
原
と
一
の
谷
の
間
―
」（
拙
著
『
日
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
』
東
方
出
版
、
二
〇
二
二
年
、

第
一
論
文
）。

（
29
）「
観
心
者
観
二

我
己
心
一

見
二

十
法
界
一

是
云
二

観
心
一

也
」（
定
遺
七
〇
四
頁
）。

（
30
）
拙
稿
「
上
行
付
嘱
考
」（
註
（
28
）
前
掲
拙
著
『
日
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
』
第
五
論
文
）
一
一
五
～
一
一
七
頁
。

（
31
）『
本
尊
抄
』
定
遺
七
一
七
頁
。

（
32
）「
此
ノ
付
属
ニ
付
テ
事
理
ノ
不
同
コ
レ
有
ル
ベ
シ
。
理
ノ
付
嘱
ト
ハ
本
門
一
念
三
千
、
事
ノ
付
属
ト
者
事
行
ノ
妙
法
蓮
華
経
ナ
リ
」

（『
私
新
抄
』
第
一
二
巻
（『
宗
全
』
第
八
巻
）
三
五
六
頁
以
下
）。

（
33
）『
四
信
五
品
鈔
』
定
遺
一
二
九
八
頁
。

（
34
）
拙
稿
「『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
本
尊
義
」（
註
（
28
）
前
掲
拙
著
『
日
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
』
第
六
論
文
）。

（
35
）
拙
稿
「『
報
恩
抄
』
私
見
―
い
わ
ゆ
る
三
大
秘
法
に
関
す
る
箇
所
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
註
（
28
）
前
掲
拙
著
『
日
蓮
遺
文
の
思

想
的
研
究
』
第
七
論
文
）。

（
36
）
定
遺
一
二
一
八
～
一
二
一
九
頁
。

（
37
）
定
遺
一
五
七
三
～
一
五
七
四
頁
。



日
蓮
教
学
の
法
体
論
（
大
平
宏
龍
）

― 55 ―

（
38
）
拙
稿
「
日
法
の
『
本
迹
相
違
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
註
（
28
）
前
掲
拙
著
『
日
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
』
第
一
四
論
文
）
三
一
七
～
三
一

八
頁
。

（
39
）
拙
稿
「“
法
華
経
は
末
法
日
蓮
等
が
為
”
私
考
」（
註
（
28
）
前
掲
拙
著
『
日
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
』
第
八
論
文
）
殊
に
は
一
七
六

～
一
七
七
頁
。

（
40
）
定
遺
一
二
九
五
頁
。

（
41
）
拙
稿
「「
本
門
肝
心
於
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
私
考
」『
桂
林
学
叢
』
第
三
三
号
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
、
殊
に
八
～
九
頁
。

（
42
）『
弘
経
抄
』
第
七
巻
「
五
、
本
門
無
教
、
教
即
観
心
の
事
」（『
隆
全
』
第
一
巻
）
五
〇
一
頁
以
下
。
註
（
41
）
前
掲
拙
稿
の
註
（
62
）

等
、
類
文
多
数
。

（
43
）「
本
門
の
顕
本
と
云
ふ
は
過
去
本
因
妙
の
観
妙
を
顕
し
て
上
行
に
付
し
末
世
の
信
者
に
授
け
ん
が
為
め
な
り
。
故
に
本
門
は
観
心
経
な

り
。
法
然
聖
人
之
を
辨
へ
ず
し
て
止
観
の
観
心
を
見
て
法
華
は
聖
道
門
な
り
と
謬
迷
し
て
之
を
捨
て
、
又
諸
法
華
宗
は
在
世
は
法
華
、

滅
後
は
止
観
等
と
謬
解
し
て
、
本
門
の
観
心
を
以
て
他
の
宝
に
属
し
謗
者
と
成
る
こ
と
天
下
に
満
つ
。」（『
弘
経
抄
』
第
八
〇
巻
（『
隆

全
』
第
八
巻
）
五
九
九
頁
）。
ま
た
「
此
の
一
節
の
天
台
妙
楽
の
本
門
流
通
の
消
釈
を
、
法
然
聖
人
と
云
ふ
道
心
者
之
を
見
て
法
華
経

及
び
天
台
止
観
宗
を
捨
て
、
難
行
道
聖
道
門
と
謗
ず
る
は
道
理
な
り
云

 

云

。
此
の
止
観
消
釈
の
意
、
今
の
初
隨
喜
の
功
徳
は
末
代
の
為

め
に
は
過
時
な
り
。
去
年
の
暦
な
り
。」（『
弘
経
抄
』
第
九
四
巻
（『
隆
全
』
第
一
〇
巻
）
一
三
七
頁
）
な
ど
多
数
。

（
44
）
定
遺
六
〇
八
頁
。

（
45
）
日
蓮
教
学
の
下
種
論
に
つ
い
て
は
、
註
（
28
）
前
掲
拙
著
『
日
蓮
遺
文
の
思
想
的
研
究
』
第
一
二
論
文
参
照
。

（
46
）
株
橋
日
涌
「
八
品
教
学
に
お
け
る
下
種
の
種
子
論
と
心
田
論
」『
桂
林
学
叢
』
第
一
〇
号
、
一
九
七
八
年
三
月
（
後
に
註
（
11
）
前
掲

『
観
心
本
尊
鈔
講
義
』
下
巻
、
一
一
四
〇
頁
以
下
）。

　
　
　

種
子
の
総
別
（
一
一
五
一
～
一
一
五
二
頁
）
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本
地
―
―
―
久
遠
下
種
―
―
―
―
本
門
法
華
経
―
―
総
在
要
法
―
―
―
総
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
通
覆
講
―
―
―
―
迹
門
法
華
経
―
―
理
具
三
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
間
熟
益
―
―
―
―
頓
漸
諸
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
未
開
実
相

　
　
　
　
　

迹
中
―

　
　
　
　
　
　
　
　

尓
前
諸
経　
　
　
　
　
　
　

―
別
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熟
益
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
華
迹
門
―
―
―
開
顕
理
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
世 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

脱
益
―
―
法
華
本
門
―
―
―
三
千
事
円

　
　
　

法
華
経
に
つ
い
て
（
一
一
五
二
頁
）

　
　
　
　

迹
門
―
理
具
三
千
―
―
仏
性
―
性
徳
―
―
―
―
―
―
―

　
　
　
　
　

本
門
―
事
具
三
千
―
―
仏
種
―
修
得
―
―
―
―
性
徳

―
―
別
種
―
所
開

　
　
　
　
　

本
地
―
妙
法
蓮
華
経
―
教
種
―
―
―
―
―
―
―
修
得
―
―
―
総
種
―
能
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
乗
種
）

（
47
）「
仏
種
は
本
具
で
あ
る
こ
と
と
、
信
謗
に
よ
っ
て
生
起
断
滅
す
る
こ
と
と
の
両
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
仏
の
視
点
に
立
て
ば

久
遠
本
具
、
衆
生
の
視
点
に
立
て
ば
信
毀
断
滅
の
意
味
合
い
が
強
い
。
日
蓮
は
信
毀
断
滅
の
視
点
に
立
っ
て
、
末
法
に
お
け
る
下
種
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の
必
要
性
を
強
調
し
た
。」（
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
刊
行
会
編
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典　

教
学
篇
』
身
延
山
久
遠
寺
、
二
〇
〇
三
年
、

一
〇
五
〇
頁
ａ
）。
仏
種
が
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
逆
縁
下
種
は
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
48
）『
妙
法
蓮
華
経
』
薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
、「
我
先
供
養
仏
已
得
解
一
切
衆
生
語
言
陀
羅
尼
」（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
五

三
頁
ｂ
）、
及
び
「
説
是
薬
王
菩
薩
本
事
品
時
八
万
四
千
菩
薩
得
解
一
切
衆
生
語
言
陀
羅
尼
」（
同
五
五
頁
ａ
）。『
佛
典
講
座
』（
藤
井

教
公
記
）
で
は
前
者
を
「
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
た
ち
の
言
葉
を
理
解
す
る
ダ
ー
ラ
ニ
ー
」、
後
の
語
釈
で
は
「
あ
ら
ゆ
る
生
け
る
も
の

の
言
語
を
理
解
す
る
陀
羅
尼
」
と
さ
れ
て
い
る
（
大
蔵
出
版
、
一
九
九
二
年
、
下
巻
、
一
〇
〇
八
頁
）。
岩
波
文
庫
『
法
華
経
』（
岩

波
書
店
、
一
九
六
七
年
第
一
刷
）
で
は
、『
妙
法
華
』
の
坂
本
幸
男
訳
で
は
「
一
切
衆
生
の
語
言
を
解
す
る
陀
羅
尼
」（
一
八
二
頁
、

二
一
〇
頁
）
と
し
、『
正
し
い
教
え
の
白
蓮
』
の
岩
本
裕
訳
で
は
「
す
べ
て
の
音
声
に
通
暁
す
る
呪
文
」（
一
八
三
頁
）、「
呪
文
と
そ

れ
を
あ
ら
ゆ
る
音
声
で
唱
え
る
た
く
み
さ
」（
二
一
一
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
植
木
雅
俊
『
法
華
経
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八

年
）
で
は
、「
す
べ
て
の
音
声
に
精
通
し
て
い
る
と
い
う
ダ
ー
ラ
ニ
ー
（
解
一
切
衆
生
語
言
陀
羅
尼
）（
四
三
一
頁
）、「
す
べ
て
の
音

声
に
精
通
し
随
順
す
る
ダ
ー
ラ
ー
ニ
ー
（
陀
羅
尼
）」（
四
五
三
頁
）
と
さ
れ
る
。

（
49
）「
守
護
国
家
論
に
云
く
、
定
二メ
テ

易
行
一ト

云
ク

散
心
ニ

誦
二シ

法
華
一ヲ

不
レレ
ト
モ

入
二ラ

禅
三
昧
一ニ

坐
位
行
ニ

一
心
ニ

念
二セ
ヨ

法
華
ノ

文
字
一ヲ
已
上

此
ノ

釈
ノ

意
趣
ハ

為
二メ

攝
セ
ン
カ

末
代
ノ

愚
者
一ヲ

也
（
引
用
者

中

略

）
念
法
華
文
字
ト

者
此
経
ハ

不
レ

似
二

諸
経
ノ

文
字
一ニ

雖
レモ

誦
二ス
ト

一
字
一ヲ

含
二ミ

八
万
法
蔵
ノ

文
字
一ヲ

納
二ル

一
切
諸
佛
ノ

功

徳
一ヲ

也
云

 

云

。
此
の
文
は
一
字
の
記
之
れ
あ
り
と
見
へ
た
り
。
但
し
一
字
の
記
に
於
て
本
迹
の
不
同
あ
る
べ
し
。
迹
門
の
意
は
近
成
始
覚

の
一
字
の
故
に
不
定
の
記
な
り
。
本
門
の
意
は
久
遠
金
剛
智
自
受
用
本
覚
の
事
円
の
字
字
の
当
位
即
妙
の
文
文
な
り
。
故
に
真
如
言

説
の
文
字
な
り
、
さ
れ
ば
法
華
経
一
部
は
語
言
陀
羅
尼
な
り
。
之
に
依
て
止
の
二
に
云
く
、
語
言
陀
羅
尼
ト

者
即
チ

是
レ

薫
レシ
テ

口
ニ

説
二ク

種
ノ々

法
一ヲ

皆
法
華
三
昧
之
異
名
文

。
文
文
句
句
即
ち
語
言
陀
羅
尼
な
ら
ば
何
ぞ
一
字
の
記
之
れ
な
か
ら
ん
や
。
日
道
仰
に
云
く
、
一
字

の
記
所
々
に
こ
れ
あ
る
べ
し
と
雖
も
、
必
ず
能
開
の
文
字
な
る
べ
し
。
能
開
の
文
字
の
中
に
も
本
門
八
品
上
行
付
要
の
「
以
要
言

之
」
の
要
の
一
字
、
之
を
聞
ひ
て
三
菩
提
を
得
べ
き
な
り
。
其
の
記
は
於
我
滅
度
後
応
受
持
斯
経
是
人
於
仏
道
決
定
無
有
疑
云

 

云

。
此

の
文
一
字
の
記
の
証
文
な
り
。
其
の
故
は
今
云
ふ
所
の
斯
経
と
は
上
の
以
要
言
之
の
要
の
一
字
な
り
。」（『
弘
経
抄
』
第
五
九
巻
（『
隆
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全
』
第
六
巻
）
三
五
四
～
三
五
五
頁
）。

（
50
）「
語
言
陀
羅
尼
は
法
華
三
昧
な
り
（
引
用
者

中

略

）
此
の
語
言
陀
羅
尼
は
六
根
三
輪
の
中
に
は
口
輪
の
音
声
辨
説
の
陀
羅
尼
な
る
故
に
、
様
も

無
く
本
門
流
通
の
口
唱
の
妙
法
蓮
華
経
な
り
。」（『
弘
経
抄
』
第
一
〇
七
巻
（『
隆
全
』
第
一
一
巻
）
三
九
五
頁
）。

（
51
）「
門
流
の
義
に
云
く
陀
羅
尼
は
梵
語
な
り
、
此
に
は
総
持
と
翻
ず
。
又
能
遮
能
持
と
翻
ず
。
其
の
義
本
末
釈
の
如
し
云

 

云

。
然
る
に
陀
羅

尼
総
持
は
小
権
迹
本
の
諸
経
に
之
を
明
す
。
此
の
陀
羅
尼
を
新
訳
の
経
に
は
真
言
と
云
ふ
。
此
の
真
言
一
代
諸
経
に
あ
り
と
雖
も
今

経
の
真
言
を
以
て
第
一
と
為
す
な
り
。
伝
教
大
師
の
云
く
、
妙
法
ノ

真
言
ハ

他
経
ニ

所
レ

無
キ
文

。
妙
法
の
真
言
と
は
今
の
陀
羅
尼
な
り
。

（
引
用
者

中

略

）
本
門
の
妙
法
蓮
華
経
独
り
総
体
門
の
総
持
の
法
な
り
。
仍
て
此
の
妙
法
蓮
華
経
と
は
語
言
陀
羅
尼
な
り
。
故
に
妙
法
蓮
華
経

は
本
果
妙
よ
り
本
因
妙
に
垂
下
し
教
弥
実
位
弥
下
し
て
名
字
信
者
の
口
に
出
し
て
之
を
唱
ふ
る
故
に
語
言
陀
羅
尼
と
云
ふ
な
り
。」

（『
弘
経
抄
』
一
一
〇
巻
（『
隆
全
』
一
一
巻
）
五
八
六
～
五
八
八
頁
）。
な
お
、
伝
教
大
師
『
法
華
秀
句
』
巻
下
に
「
妙
法
ノ

真
言
ハ

他

経
ニ

不
レ

説
」
と
あ
り
（
比
叡
山
専
修
院
附
属
叡
山
学
院
編
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
三
巻
、
日
本
仏
書
刊
行
会
、
一
九
六
七
年
、
二
七

六
頁
）。

（
52
）「
所
詮
善
語
教
の
経
と
は
本
門
八
品
上
行
要
付
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
是
れ
な
り
。」（『
弘
経
抄
』
第
七
巻
（『
隆
全
』
第
一
巻
）
四
七
七

頁
）。「
善
語
教
の
意
、
口
密
語
言
の
教
な
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。」（
註
（
11
）
前
掲
『
観
心
本
尊
鈔
講
義
』
下
巻
、
六
四
九
頁
）。

（
53
）『
法
華
題
目
抄
』（
断
真
）
定
遺
三
九
四
～
三
九
五
頁
。

（
54
）『
四
条
金
吾
殿
御
書
』（
日
興
本
）「
妙
法
蓮
華
経
と
申
ス

は
総
名
也
」（
定
遺
六
六
五
頁
）。『
報
恩
抄
』（
断
真
・
曽
真
）
定
遺
一
二
四

二
頁
。

（
55
）『
観
心
本
尊
抄
』
定
遺
七
一
一
頁
。

（
56
）『
教
行
証
御
書
』（
朝
師
本
）
に
は
「
此
法
華
経
の
本
門
の
肝
心
妙
法
蓮
華
経
は
、
三
世
の
諸
佛
の
万
行
万
善
の
功
徳
を
集
め
て
為
二セ
リ

五
字
一ト

此
五
字
の
内
に
豈
ニ

不
レン

納
二メ

万
戒
ノ

功
徳
一ヲ

乎
」
と
あ
る
（
定
遺
一
四
八
八
頁
）。

（
57
）「
釈
迦
多
宝
大
日
を
以
て
本
門
の
本
尊
を
顕
す
事
」（『
弘
経
抄
』
第
六
三
巻
（『
隆
全
』
第
六
巻
）
六
六
七
頁
）
な
ど
。
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（
58
）
註
（
11
）
前
掲
『
観
心
本
尊
鈔
講
義
』
下
巻
、
一
一
五
四
頁
以
下
。
結
論
は
同
一
一
七
八
～
一
一
七
九
頁
。

（
59
）
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
二
版
）』
第
二
巻
、
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
一
一
八
七
頁
ａ
。

（
60
）『
曽
谷
入
道
殿
御
返
事
』（
本
満
寺
本
）「
所
詮
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
ば
当
時
の
人
々
は
名
と
計
リ

思
へ
り
、
さ
に
て
は
候
は
ず
、
体

也
、
体
と
は
心
に
て
候
」（
定
遺
一
四
〇
七
頁
）。

（
61
）
前
掲
注
（
17
）。

（
62
）『
撰
時
抄
』（
真
蹟
）「
一
念
三
千
は
九
界
即
仏
界
、
仏
界
即
九
界
と
談
ず
」（
定
遺
一
〇
〇
四
頁
）。

（
63
）「
観
心
抄
の
意
は
広
大
理
円
の
三
千
を
以
て
本
因
本
果
本
国
土
依
正
互
具
の
事
の
三
千
に
摂
し
、
又
事
円
三
千
を
以
て
本
因
妙
名
字
下

種
の
妙
法
蓮
華
経
に
裹
み
て
末
代
幼
稚
の
衆
生
に
授
与
し
、
而
も
信
心
の
三
千
を
以
て
口
業
に
出
し
、
事
に
本
因
の
妙
法
蓮
華
経
を

行
じ
、
忽
に
名
字
の
凡
夫
乍
ら
妙
覚
所
具
の
本
因
妙
に
登
り
、
覚
へ
ず
し
て
上
行
菩
薩
と
成
る
な
り
。
是
れ
即
ち
小
児
乳
を
含
み
其

の
味
を
し
ら
ざ
れ
ど
も
自
然
に
身
を
養
ひ
、
耆
婆
が
良
薬
知
ら
ざ
れ
ど
も
病
を
治
す
。
水
情
ろ
無
け
れ
ど
も
火
を
滅
す
。
火
情
ろ
無

け
れ
ど
も
物
を
焼
く
。
是
れ
其
の
義
味
を
知
ら
ず
と
雖
も
経
力
に
任
せ
信
心
を
以
て
因
果
惣
持
の
妙
法
蓮
華
経
を
口
に
唱
へ
心
に
信

ぜ
ば
必
ず
経
力
を
顕
し
、
本
因
妙
即
身
是
仏
の
観
心　

任
運
に
開
発
す
べ
き
な
り
。」（『
弘
経
抄
』
第
一
巻
（『
隆
全
』
第
一
巻
）
二

九
頁
）。

（
64
）
苅
谷
定
彦
（
玄
翁
）
師
の
法
華
経
原
典
研
究
は
御
自
身
の
所
説
の
再
吟
味
を
含
め
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
華
経
の
本
来

の
思
想
を
考
え
る
所
か
ら
、
文
々
句
々
を
厳
密
に
検
討
す
る
作
業
で
あ
り
、
専
門
分
野
の
異
な
る
私
の
判
断
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

然
し
、
法
華
経
原
本
の
思
想
に
対
し
て
は
、“
仏
滅
後
”
に
投
げ
出
さ
れ
た
衆
生
が
、「
一
切
衆
生
本
来
ぼ
さ
つ
」
の
仏
知
見
を
実
現

せ
ん
為
の
経
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
変
わ
ら
な
い
と
私
は
理
解
し
て
い
る
。
即
ち
『
法
華
経
〈
仏
滅
後
〉
の
思
想
―
法
華
経
の
解
明

（
Ⅱ
）
―
』
の
結
論
と
し
て
、「
じ
つ
に
『
法
華
経
』
は
“
本
来
か
ら
ぼ
さ
つ
（
成
仏
確
定
者
）
で
あ
る
〈
仏
滅
後
〉
の
衆
生
の
、
そ

の
〈
仏
滅
後
〉
の
衆
生
に
よ
る
〈
仏
滅
後
〉
の
衆
生
の
た
め
の
経
”
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。」（
東
方
出

版
、
二
〇
〇
九
年
、
六
七
一
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。


